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くすりのなまえ　
第２１回　 利尿剤
　利尿とは、尿の排出をよくすることです。尿の排出をよくすると、何がよいのでしょうか。尿は、血液が濾過されてできています。つまり、尿の出をよくするということは、体内の水分量が減少するということです（あたりまえですが）。このようなことから、体内の水分が過剰で起こるような症状にもちいられます。たとえば浮腫です。浮腫は、水分が部分的または全身的にたまることによって起こります。他にも高血圧、心不全などに使用されます。どちらも、水分が出ていくと症状が緩和されるということがわかるでしょうか。
　利尿剤はいいところばかりではありません。尿は体内の電解質バランスの調節にもかかわっているため、利尿剤の間違った使用は電解質バランスを崩してしまうことになります。そのため、臨床ではそれぞれの利尿剤の特徴を踏まえて使用されています。すこし、分類が多いですが、採用の利尿剤とその特徴をならべていきます。

　ループ利尿薬…Na（ナトリウム）とともにK（カリウム）を尿中に排出させる。利尿効果が高く使用頻度の高い種類。

ラシックス：とくになし
ルプラック：ループ利尿剤（loop diuretic）、一般名トラセミド（Torasemide）それぞれの下線部を合わせて
ダイアート：Diuresis（利尿）をArt（創造）する意味でDiart と命名

ルネトロン：loop（ループ）、urine（尿）、Strong（強力）からとったもので、強力なループ利尿剤という意味で命名

　サイアザイド利尿薬…ループ利尿薬と同じくNaとKを排出するが、利尿効果は劣る。血圧を下げる目的で使われることが多い。
フルイトラン：fluid(体液)、尿をtransport(運ぶ)

ナトリックス：とくになし
　　　抗アルドステロン薬（カリウム保持性利尿剤）…別名の通りK排出を抑制する（体内のKは増加）ため、ループ利尿薬などと併用されることが多い
アルダクトンA：Aldosterone（アルドステロン）とAbsorption（吸収）から

ソルダクトン：Soluble(可溶性の) aldactone（アルダクトン）

　

　浸透性利尿薬…尿の浸透圧を上げることで尿量を多くする。脳圧亢進、眼圧亢進に用いられることが多い

マンニトール…一般名マンニトールより

イソバイド…一般名イソソルビドより

次回は抗悪性腫瘍薬②です。
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コーヒーブレイク











